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音
声
学

言
語
学
の
諸
問
題
冨
・
出
色
］
P

MUFOロ
o
E
m
u－
庄
の
σ
ロ
m
w
S
H
Z
O
O
S
E
E
m
w可 早

田

助

教

授

，， 

演特 H
習研

理
論
言
語
学

II ／，， 

（
教
養
部
）
林

教

授

語
用
論
の
輪
郭

，， 

サ
ピ
ア
の
き
口
証
間
一
論

ソ
シ
ュ
！
ル
言
語
学
の
諸
問
題

（
西
南
学
院
大
）

（
金
沢
大
学
）
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，， 

，， 臨
講

印
欧
語
比
較
言
語
学

富

盛

助

教

授

絵

本

教

授

学
会
・
研
究
室
行
事

国
語
学
・
国
文
学
関
係

O
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
（
昭
和
田
年
6
月
日
日
）

「
狭
衣
物
語
」
の
グ
宮
の
中
将
d

を

め

ぐ

っ

て

後

藤

南

畝

狂

歌

の

本

質

久

保

田

芥
川
初
期
作
品
の
一
手
法
と
し
て
の
覗
き
見
松
本

寓
葉
集
巻
九
考

l
i用
字
法
の
面
を
中
心
に
ー
ー
ー
安
部

国
語
資
料
と
し
て
の
荘
子
抄

1
1
1
音

便

現

象

を

中

心

に

｜

｜

古

田

言

語

生

活

論

の

試

み

福

田

源

頼

政

の

挙

兵

を

め

ぐ

っ

て

笠

鴎

外

「

安

井

夫

人

」

を

め

ぐ

っ

て

立

川

国
会
図
書
館
蔵
契
沖
書
入
本
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
徳

満

澄

『
伊
勢
物
語
』
に
お
け
る
女
の
「
い
ろ
こ
の
み
」
を
考
え
る

吉

田

今

井

美常啓康

絵彦一文

昭栄益雅

郎治和憲雄衛達

浮
舟
の
造
型

源



O
第
臼
回
西
日
本
国
語
国
文
学
会

（
於
琉
球
大
学
、
昭
和
田
年
ロ
月
日
日

l
u
日）

琉

球

方

言

と

九

州

方

言

崎

村

弘

文

和

泉

往

来

の

周

辺

・

続

詔

春

日

和

男

O
「
語
文
研
究
」
第
臼
・
日
号
（
今
井
源
衛
教
授
退
官
記
念
号
）

（
昭
和
町
年
6
月
発
行
）

「
我
身
に
た
ど
る
姫
君
」
の
ユ
ー
モ
ア

有
島
武
郎
と
『
復
活
』
劇

｜
｜
『
或
る
女
』
へ
の
道
程
（
一
〉

i
ーー

『
英
和
俗
語
辞
典
』
の
補
訂
を
め
ぐ
っ
て

『
小
説
神
髄
』
論

ー
ー
ー
小
説
の
碑
益
に
つ
い
て
｜
｜
石

風
雅
論
の
定
位
｜
｜
刊
本
『
笈
の
小
文
』
冒
頭
文
と

「
幻
住
庵
記
」
！
l

井

『
平
家
物
語
』
長
門
本
の
一
面

｜
｜
住
吉
明
神
関
係
記
事
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜
橋

朝
鮮
通
信
使
と
石
川
丈
山

｜

｜

「

日

東

の

李

白

」

考

｜

｜

若

玉
葛
の
跡

l
l本
居
宣
長
「
菅
笠
日
記
」
に
見
る

一
古
典
研
究
者
像
1
1
0

板

坂

萩

市

見

島

の

方

言

ア

ク

セ

ン

ト

卑

見

添

田

昭
和
十
八
年
の
石
川
淳
の
文
芸
時
評
に
つ
い
て
狩
野

万
葉
集
巻
十
四
に
於
け
る
平
安
時
代
的
性
格
｜
｜
用
字
と

原江

葉

報

β、
T 

井

源

衛

口頭

太

裕助

田

忠

彦

上

敏

幸

口

= 日
作

木

太耀

子
建
治
郎

啓

子

擬

作

論

中

「
源
氏
物
語
絵
巻
詞
」
に
お
け
る
国
語
史
的
事
象

｜

｜

仮

名

遣

・

音

便

・

字

音

表

記

｜

｜

春

日

男

蓬

生

・

関

屋

巻

の

成

立

伊

藤

博

「
伊
勢
物
語
』
二
段
を
考
え
る
1
1
1
挿
入
句
「
い
か
が
思
ひ
け
ん
」

の

表

出

意

図

に

つ

い

て

｜

｜

吉

田

達

平

家

物

語

「

殿

下

乗

合

」

を

め

ぐ

っ

て

笠

治

斎

宮

女

御

徴

子

の

六

条

御

息

所

へ

の

投

影

西

丸

子

釈

蓮

禅

金

原

理

承
和
へ
の
憧
僚
｜
｜
文
化
史
上
の
仁
明
朝
の
位
置
｜
｜

上
代
特
殊
仮
名
遣
を
め
ぐ
っ
て
1

l

工

藤

博

国
語
資
料
と
し
て
み
た
高
瀬
学
山
の
明
律
注
釈
書
に
つ
い
て

柏

原

「
塵
挨
」
論
｜
｜
塵
労
生
活
と
「
予
」
の
形
象
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

瓜

生

『
諒
一
諸
問
本
居
間
答
』
の
成
立
に
つ
い
て
白
石

八
健
康
な
肉
体
〉
の
発
見
｜
｜
坂
口
安
吾
「
女
体
」
か
ら

「
恋
を
し
に
行
く
」
へ

l
l
t

花

田

活
用
型
の
変
化
か
ら
見
た
上
方
絵
入
狂
言
本

ー

i
二
段
活
用
の
一
段
化
の
場
合
｜
｜
山

万

象

亭

の

戯

作

園

「
自
然
」
の
意
味
｜
｜
秋
成
の
理
想
と
現
実
｜
｜
飯

O
「
今
井
源
衛
教
授

退
官
記
念
文
学
論
叢
』

（
昭
和
町
年
6
月
刊
行
）

子卓

良

夫清

俊

典

倉田県

浩豊

j羊

村

幸

彦

和妙栄
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中中南古工森福後

｛保島里賀藤下井藤

昭

雄

迫

子
純

昭

重

矩

典

子
み
ち
子

あ
や
子

順

子

菅
原
在
良
ー
ー
そ
の
伝
と
文
学
活
動
｜
｜

大
鏡
と
伊
勢
物
語

平
安
朝
に
お
け
る
「
文
人
」
に
つ
い
て

『
賀
茂
保
憲
女
集
』
底
本
の
問
題

泣
不
動
の
説
話
の
成
立
と
展
開

藤
原
道
信
集
の
成
立
に
つ
い
て

都
良
香
伝
考

『
我
身
に
た
ど
る
姫
君
』
の
一
面

｜
｜
あ
る
女
系
の
「
年
代
記
」

l
i

路
通
と
曽
良

1
1
1
新
出
資
料
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
｜
｜

翻
刻
・
『
洛
陽
花
下
里
村
昌
逸
法
眼
門
人
帳
』

付

・

玄

積

門

人

帳

石

川

八

朗

芥
川
龍
之
介
「
六
の
宮
の
姫
君
」
と
堀
辰
雄
「
噴
野
」
の
比
較
考
察

｜
｜
歴
史
小
説
と
し
て
の
性
格
規
定
の
試
み
を
中
心
に
｜
｜

海

老

井

英

次

平

曲

の

音

楽

性

と

乙

と

ば

奥

村

三

雄

寺
町
百
蓄
の
前
半
生

1
1享
保
の
遊
俳

l
l

中

野

三

敏

定

家

以

後

の

仮

名

遣

迫

野

度

徳

六
条
院
構
想
の
成
立
に
関
す
る
試
論

l
l四
人
の
女
君
の

人
物
像
を
め
ぐ
っ
て

l
l
h

田

坂

憲

二

『

我

身

に

た

ど

る

姫

君

』

人

物

索

引

今

井

源

衛

（
九
大
関
係
者
の
み
）

辛

正

島

雄

白

石

a悌

O
第
4
回
角
川
源
義
賞

「
戯
作
研
究
』
（
昭
和
田
年

中
央
公
論
社
刊
）

中
国
文
学
関
係

O
中
国
文
芸
座
談
会

第
河
田
（
昭
和
田
年
ロ
月
釘
日
）

王
維
の
自
然
詩
に
つ
い
て

調
刺
小
説
と
し
て
の
『
鏡
花
縁
』

｜
｜
「
君
子
園
」
を
中
心
と
し
て
｜
｜

第
内
田
（
昭
和
田
年
4
月
日
日
）

藩
岳
の
搾
情
詩
に
つ
い
て
の
一
考
察

陸
機
の
擬
古
詩
に
つ
い
て

創
作
論
と
し
て
の
文
心
離
龍

第
初
回
（
6
月
日
日
）

老
舎
の
「
猫
城
記
」
に
つ
い
て

清
末
革
命
運
動
と
周
樹
人

劉
向
「
九
歎
」
の
構
成
に
つ
い
て

第
剖
回
（
9
月
5
日）

文
心
離
龍
の
撰
述
目
的
と
そ
の
構
成

嚢
中
郎
の
性
霊
説
と
李
卓
吾
の
思
想

第
位
回
（
日
月
7
日）

魯
迅
・
内
山
そ
し
て
長
崎

父
之
於
子
、
実
為
情
欲
発
耳

O
昭
和
町
年
度
九
州
中
国
学
会
（
於
福
岡
大
学
）
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中

野

敏

柳

年

彦

原

篤

下

唐

湊

律

子

真

崎

明

子

甲

斐

勝

二

松

永

直

子

牧

角

悦

子

宮

野

直

也

甲

斐

勝

二

西

村

秀

人

岡永

村末

芳告

繁孝



創

作

論

と

し

て

の

『

文

心

離

龍

』

斐

勝

。
第
三
十
四
回
日
本
中
国
学
会
（
於
日
本
大
学
叩
月
2
・
3
日）

衰

中

郎

の

性

霊

説

と

李

卓

吾

の

思

想

西

村

秀

『
文
心
離
龍
』
の
撰
述
目
的
と
そ
の
構
成
甲
斐
勝

。
中
国
文
学
論
集
第
日
号
（
昭
和
町
年
叩
月
発
行
）

那

須

さ

ん

の

北

京

語

上

尾

北

京

へ

行

っ

た

乙

ろ

の

と

と

那

須

東
晋
画
論
に
お
け
る
老
荘
思
想
の
反
映
の
仕
方
岡
村

「
文
心
離
龍
』
の
基
本
的
性
格

ー
ー
そ
の
創
作
論
と
し
て
の
編
述
体
系
｜
｜
甲
斐

杜

甫

に

お

け

る

「

憾

」

と

「

拙

」

安

東

元
積
の
「
代
曲
老
人
百
韻
」
詩
に
つ
い
て
二
宮

清

末

革

命

運

動

と

周

樹

人

牧

角

現
代
中
国
に
お
け
る
魯
迅

ー

l
初
級
・
高
級
中
学
「
語
文
」
教
科
書
を
中
心
に
永

末
甲

〈
書
評
〉

小
川
陽
一
著
『
三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
』

二人

龍

繁清介

悦俊俊勝

子博六二

嘉

孝

英
語
学
・
英
文
学
関
係

阿

部

泰

記

O
日
本
英
文
学
会
第
出
回
大
会

（
昭
和
田
年
5
月
日
日
・
日
日
於
福
岡
大
学
〉

詩
集

hhN．S
ミ
h
h
s
h
N
ミ
g
g
h叫同窓

U
S足
、
の
構
造
に
つ
い
て

吉

野

昌

昭

葉

報

ス
コ
ッ
ト
の
パ
一
フ
ッ
ド
一
編
纂
を
め
ぐ
っ
て

ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
の
歴
史
小
説

。
日
本
英
文
学
会
第
羽
田
九
州
支
部
大
会

（
昭
和
田
年
日
月
日
日
・
凶
日
於
宮
崎
大
学
）

フ
ォ
ー
ク
ナ
！
の
共
同
体
｜
｜
『
八
月
の
光
』

『
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
』
を
中
心
に
！

l

酒

井

ホ

l
ソ
ン
の
二
つ
の
短
編
1

l
「
ラ
パ
チ
l
ニ
の
娘
」

と
「
私
の
親
類
モ
リ
ノ
i
少

佐

」

｜

｜

田

江

安

虞

形
容
詞
・
副
詞
に
お
け
る
同
義
語
（
ω
ヨ
己
ロ
ヨ
出
）
の
分
析
に

つ
い
て
1
1
1
m
g門吉
σ己
51
に

関

し

て

｜

｜

坂

本

育

生

g
D
と

出

来

事

の

実

現

林

瑞

子

ω
F
m
r
g
u
g吋
o
d
ω
oロ
ロ
旦
ω
に
お
け
る
比
時
表
現

ー
ー
ー
隠
轍
及
び
直
鳴
を
中
心
に
し
た
一
考
察
ー
ー
ー
岩

本

『
二
都
物
語
』
の
シ
ド
ニ
ー
・
カ
ー
ト
ン
に
つ
い
て
崎

村

冨
3
・
0
2
5］
ケ
ミ
Q

ミ
同
hqな
お
の
一
考
察

ー
i
人
聞
の
善
性
へ
の
信
頼
に
つ
い
て

l
！
大

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ニ
ュ

i
ジ
ラ
ン
ド
作
品
山 吉山

o
n
aミ
H
Z。・
N

印
（
昭
和
田
年
日
月
発
行
）

〉
］
目
。
丘
と

z
gユ
可
の
語
法
の
相
違
に
つ
い
て坂

本

ギ
ャ
ス
ケ
ル
『
メ
ア
リ
l

・パ

1
ト
ン
』
の
一
考
察

田中

徹光

夫義

三
千
穂

誠

治

耕

野

龍

浩

口

高

正

育

生
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ー
ー
ー
人
閣
の
善
性
へ
の
信
頼
に
つ
い
て
l
l
l
大

野

『
二
都
物
語
』
の
シ
ド
ニ
ー
・
カ
ー
ト
ン
に
つ
い
て
崎

村

龍

浩

朝F

ジ
ョ
ウ
ゼ
フ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
υ

『
閣
の
奥
』

｜
｜
人
間
性
の
闇
の
問
題
｜
｜

『
リ
ア
王
』
の
道
化

｜
｜
リ
ア
の
悲
劇
と
道
化
の
役
割
｜
l

高

尾

フ
ォ
ー
ク
ナ
i

「
八
月
の
光
』
｜
｜
統
一
性
と
全
体
像
｜
｜

酒

井

域

秀

子

戸司

浩三
千
穂

ク
レ
イ
ン
に
お
け
る
「
家
」
か
ら
の
疎
外

ila
『
マ
ギ

l
』
を
中
心
と
し
て

l
l

高

ホ
l
ソ
ン
の
二
つ
の
短
編
ー
ー
ー
伝
記
的
視
点
か
ら

l
l

田

橋

勤

安

震

江

O
第
日
回
国
際
言
語
学
者
会
議

（
昭
和
町
年
8
月

m日
｜
9
月
4
日

ホ
i
ル）

ω
0
5
0
M
M
Oの己目
mw
吋
巴
ω
2
0同
伴

E
O
M）向
山
門

t
o
H
0
3
G
E

E
H
U
ω
5
8
m
O
2
5ロ
O同

ω
ヨE
M
自
己
印
0
5
8片付
ω

大

江

三

於
日
本
都
市
セ
ン
タ
ー良日

独
文
学
関
係

O
日
本
独
文
学
会
第
初
回
総
会
研
究
発
表
会

（
昭
和
町
年
5
月
日
日
・
ロ
日
於
東
京
都
市
セ
ン
タ
ー
）

O
日
本
独
文
学
会
秋
季
研
究
発
表
会

（
昭
和
町
年
日
月
7
日
・

8
日
於
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

エ
l
テ
ィ
ン
ガ

l
の

自

叙

伝

伊

藤

利

男

『
詐
欺
師
フ
ェ

i
リ
ク
ス
・
ク
ル
ル
の
告
白
』
に
つ
い
て

ー

ー

ー

乙

の

怜

例

な

返

逆

児

ー

ー

ー

大

羽

武

O
第
日
回
日
本
独
文
学
会
西
日
本
支
部
総
会
研
究
発
表
会

（
昭
和
町
年
日
月
却
日
・
幻
日
於
鹿
児
島
大
学
）

『
ア
ン
ト

l
ン
・
ラ
イ
ザ
！
』
に
お
け
る

「

原

光

景

」

と

「

原

風

景

」

伊

藤

利

男

ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
ギ
ュ
ン
タ
l

l
l二
つ

の

詩

を

中

心

に

｜

｜

稲

元

璃

『
卜
！
ニ
オ
・
ク
レ

l
ガ

l
』
ー
ー
そ
の
作
品
構
成
上
の

音

楽

性

に

つ

い

て

｜

｜

大

羽

武

フ

ァ

ウ

ス

ト

本

は

民

衆

本

で

あ

る

か

金

山

正

道

ド

イ

ツ

語

の

辞

書

に

つ

い

て

小

向

井

由

美

ニ
l
チ

ェ

の

女

性

観

を

巡

っ

て

武

田

輝

章

リ
ル
ケ
の
『
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
へ
の
ソ
ネ
ッ
ト
』
に
つ
い
て

市

丸

恭

子

リ

ル

ケ

の

り

宙

開

に

つ

い

て

知

念

潔

カ
フ
カ
に
お
け
る
芸
術
と
生
の
問
題
に
つ
い
て
入

江

と

も

子

ト
i
マ
ス
・
マ
ン
の
短
編
｜
｜
『
ヴ
ェ
ル
ズ
ン
ゲ
ン
の
血
』

に
つ
い
て
l
l
l

小

林

敬

ゲ
オ
ル
ク
・
ピ
ュ

l
ヒ
ナ

l
『
ダ
ン
ト
ン
の
死
』
に
つ
い
て

山

元

孝
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言
語
学
関
係

O
九
大
言
語
学
研
究
室
報
告
第
3
号

（
昭
和
五
十
七
年
一
三
月
発
行
）

博
多
方
言
の
名
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
早

新
方
言
「
下
手
い
」
に
つ
い
て

ー
福
岡
市
方
言
の
形
容
詞
活
用
l

陣

タ
ガ
ロ
グ
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
平

満
洲
語
の

ω付
回
と

4
3
w
m
に

つ

い

て

久

卒
業
論
文
要
旨
（
一
九
八
二
年
一
月
提
出
）

日

英

視

覚

動

詞

の

意

義

素

に

つ

い

て

大

里

宮

崎

市

方

言

の

動

詞

・

形

容

詞

活

用

太

田

鹿
児
島
市
方
言
の
動
詞
及
び
形
容
詞
の
活
用
福
元

ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
型
失
語
症
患
者
の
統
語
能
力
の
諸
問
題

松

井

葉

報

田

輝

洋

保野内

智尊正

之識敬

ゆ恵泰

み子弘

幹

雄
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